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１１ １１
日
目

日
目

日
目

日
目
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毎
年
行
っ
て
い
る
横
手
と
宇
都
宮
の
交
流
事
業

の
一
環
。
１
日
目
の
２
月
１
５
日
、
大
型
バ
ス
に

乗
っ
て
横
手
に
到
着
し
た
｢
よ
み
が
え
れ
！
宇

都
宮
城
｣
市
民
の
会
の
皆
様
の
一
声
は
｢
意
外

に
寒
く
な
い
ね
｣
で
し
た
が
、
家
に
さ
が
っ
た
つ

ら
ら
を
見
る
と
｢
こ
ん
な
大
き
な
つ
ら
ら
は
じ

め
て
｣
と
、
目
を
大
き
く
し
て
横
手
の
冬
景
色
に

ビ
ッ
ク
リ
。
正
純
公
の
墓
碑
を
お
参
り
し
た
後

は
、
阿
桜
酒
造
様
の
酒
蔵
見
学
に
て
新
酒
を
堪

能
し
、
そ
の
ま
ま
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
の
交
流

会
に
お
い
て
も
宇
都
宮
か
ら
ご
持
参
い
た
だ
い

た
お
酒
と
横
手
の
お
酒
を
互
い
に
飲
み
交
わ
し

ま
し
た
。
交
流
会
後
、
横
手
の
か
ま
く
ら
観
光

に
で
か
け
、
冬
の
横
手
の
幻
想
的
な
風
景
を
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

充実充実充実充実のののの平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度のののの活動活動活動活動をををを振振振振りりりり返返返返るるるる

冬冬冬冬のののの横手研修横手研修横手研修横手研修・・・・交流会交流会交流会交流会のののの一幕一幕一幕一幕

宇都宮宇都宮宇都宮宇都宮のののの藤井会長藤井会長藤井会長藤井会長をごをごをごをご案内案内案内案内するするするする多賀糸会長多賀糸会長多賀糸会長多賀糸会長（（（（右右右右）。）。）。）。藤藤藤藤

井会長井会長井会長井会長（（（（右右右右からからからから２２２２番目番目番目番目））））のののの素敵素敵素敵素敵なななな笑顔笑顔笑顔笑顔がががが印象的印象的印象的印象的。。。。

※かつて本多上野介正純が横手での余生を過ごした高台が、現在も「上野台（こうずけだい）」と呼ばれている。

雪雪雪雪にににに包包包包まれたまれたまれたまれた正純公正純公正純公正純公のののの墓前墓前墓前墓前でででで記念撮影記念撮影記念撮影記念撮影

平
成

21

年
度
は
、
｢
冬
の
横
手
研
修
・
交
流
会
｣
を

は
じ
め
、
｢
正
純
公
ゆ
か
り
の
地
周
遊
研
修
会
｣
な

ど
｢
よ
み
が
え
れ
！
宇
都
宮
城
｣
市
民
の
会
の
皆

様
と
の
交
流
や
正
純
公
に
つ
い
て
見
識
を
深
め
る

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
号
で

は
そ
の

21

年
度
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。

冬冬冬冬のののの横手研修横手研修横手研修横手研修・・・・交流会交流会交流会交流会（（（（１１１１日目日目日目日目））））

～～～～平成平成平成平成22年年年年2月月月月15日日日日 市内市内市内市内～～～～

１１１１日目日目日目日目－－－－①①①①



交流会交流会交流会交流会（（（（セントラルホテルセントラルホテルセントラルホテルセントラルホテル））））かまくらかまくらかまくらかまくら観光観光観光観光

冬冬冬冬のののの横手研修横手研修横手研修横手研修・・・・交流会交流会交流会交流会（（（（２２２２日目日目日目日目））））

～～～～平成平成平成平成22年年年年2月月月月16日日日日 市内市内市内市内～～～～

酒蔵見学酒蔵見学酒蔵見学酒蔵見学（（（（阿桜酒造阿桜酒造阿桜酒造阿桜酒造））））

１１１１日目日目日目日目－－－－②②②②１１１１日目日目日目日目－－－－③③③③

→→→→日本酒日本酒日本酒日本酒はもちろんはもちろんはもちろんはもちろん、、、、いいいい

ぶりがぶりがぶりがぶりがっこもっこもっこもっこも大好評大好評大好評大好評！！！！

→→→→久久久久々々々々のののの再会再会再会再会にににに、、、、尽尽尽尽きないきないきないきない

思思思思いいいい出話出話出話出話。。。。宇都宮宇都宮宇都宮宇都宮からからからから手作手作手作手作りりりり

‘‘‘‘しもつかれしもつかれしもつかれしもつかれ’’’’のおのおのおのお土産土産土産土産もももも！！！！

１１１１日目日目日目日目－－－－④④④④

→→→→夜夜夜夜のののの幻想的幻想的幻想的幻想的なななな景色景色景色景色をををを前前前前

にににに話話話話もはずみますもはずみますもはずみますもはずみます。。。。
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目
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目
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目
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１
日
目
の
楽
し
い
交
流
の
興
奮
そ
の
ま
ま
に

2

日
目
の
朝
を
迎
え
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
こ

う
じ
庵
に
て
あ
か
り
ア
ー
ト
展
を
見
学
し
た
後
、

梵
天
コ
ン
ク
ー
ル
を
観
光
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

横
手
地
域
局
に
て
合
同
研
修
会
を
開
催
。
講

師
の
佐
川
副
会
長
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
「
本

多
正
純
と
政
重
」
と
題
し
、
ご
自
身
の
金
沢
へ
の

歴
史
旅
を
通
じ
て
ご
提
供
い
た
だ
い
た
｢
正
純

が
政
重
に
宛
て
た
密
書
｣
の
解
説
を
交
え
た
講

演
を
聞
き
、
見
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
最
後
は
、
お
互
い
の
別
れ
を
名
残
惜
し

む
か
の
よ
う
に
バ
ス
は
宇
都
宮
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。
寒
さ
厳
し
い
折
お
越
い
た
だ
き
、
さ
ら

に
心
こ
も
っ
た
手
作
り
の
お
土
産
を
お
も
て
な

し
下
さ
い
ま
し
た
宇
都
宮
の
市
民
の
会
の
皆
様

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あかりあかりあかりあかりアートアートアートアート展展展展（（（（こうじこうじこうじこうじ庵庵庵庵））））２２２２日目日目日目日目－－－－①①①①

２２２２日目日目日目日目－－－－②②②② 梵天梵天梵天梵天コンクールコンクールコンクールコンクール２２２２日目日目日目日目－－－－③③③③ 合同研修会合同研修会合同研修会合同研修会



平
成

22

年

6

月

20

日
（
土
）
、
６
月
に
も
か
か
わ

ら
ず
少
し
汗
ば
む
ほ
ど
好
天
に
恵
ま
れ
、
約

30

名

を
乗
せ
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、
正
純
公
の
ゆ
か
り
の

品
に
導
か
れ
る
よ
う
に
秋
田
市
の
大
悲
寺
、
そ
し

て
由
利
本
荘
市
の
本
荘
公
園
へ
期
待
に
胸
を
弾
ま

せ
な
が
ら
そ
の
地
に
向
か
い
ま
し
た
。
所
有
者
の
方

の
ご
好
意
に
よ
り
実
現
し
た
こ
の
企
画
。
歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
品
を
目
の
当
た
り
に
し
、
秋
田
に
し
っ

か
り
と
刻
ん
だ
正
純
公
の
生
涯
に
、
会
員
そ
れ
ぞ

れ
が
想
い
を
膨
ら
ま
せ
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

正純公正純公正純公正純公ゆかりのゆかりのゆかりのゆかりの地周遊研修会地周遊研修会地周遊研修会地周遊研修会～～～～平成平成平成平成21年年年年6月月月月20日日日日県内県内県内県内～～～～

①①①①これがこれがこれがこれが正純公正純公正純公正純公のののの什器什器什器什器。。。。会員会員会員会員のみなさんのみなさんのみなさんのみなさん興味興味興味興味

津津津津々。々。々。々。大悲寺大悲寺大悲寺大悲寺(秋田市秋田市秋田市秋田市)
道道道道のののの駅駅駅駅おおうちにておおうちにておおうちにておおうちにて名物名物名物名物ととろととろととろととろ飯飯飯飯をををを堪能堪能堪能堪能。。。。

②②②②所有者所有者所有者所有者のののの方方方方のごのごのごのご好意好意好意好意によりによりによりにより本荘本荘本荘本荘公園内公園内公園内公園内にてにてにてにて正正正正

純公純公純公純公がががが着用着用着用着用していしていしていしていたとされるたとされるたとされるたとされる裃裃裃裃とととと感動感動感動感動のごのごのごのご対面対面対面対面。。。。

②②②②本荘公園指導員斉藤様本荘公園指導員斉藤様本荘公園指導員斉藤様本荘公園指導員斉藤様によるによるによるによる本荘藩本荘藩本荘藩本荘藩のののの歴歴歴歴

史講演史講演史講演史講演のののの熱弁熱弁熱弁熱弁



今回会報第７号を

作成するにあたり、

平成 21年度の活動を
振り返りましたが、

実に充実した１年だっ

たことがわかりまし

た。これも一重に会員

の皆様方の意欲的な

活動の賜物であると

感じます。事業の中

身を振り返ると、宇

都宮や安城市からお

越しいただき交流す

ることができたのも

正純公の歴史に対す

る探究心が出会いを

生んでいることを感じ

ました。そのような意

味において総会後の

書状解説勉強会には

じまり、冬の横手研

修会で終えた今年度

は歴史への探究心を

掘り起こす充実した

活動だったと思いま

す。今後も皆様方の

探究心が会の活動を

支えていくのだと感じ

た 21年度でした。

（事務局 糸井 豪）
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赤 赤赤赤
の ののの
梅 梅梅梅
も
ど
き

も
ど
き

も
ど
き

も
ど
き
植
替

植
替
植
替

植
替
え えええ
～ ～～～
平
成
平
成
平
成
平
成

21
年 年年年

11
月 月月月

6日 日日日
上
野
台

上
野
台

上
野
台

上
野
台
～ ～～～

元
気

元
気

元
気

元
気
に ににに
育 育育育
ち
ま
す
よ
う
に

ち
ま
す
よ
う
に

ち
ま
す
よ
う
に

ち
ま
す
よ
う
に
。 。。。

植
替

植
替

植
替

植
替
え えええ
完
了

完
了

完
了

完
了
！ ！！！

平成 18年に｢よみがえれ！
宇都宮城｣市民の会よりご

寄贈の｢赤の梅もどき｣の生

育が思わしくなく、新たに

ご寄贈いただき、宇都宮の

事務局の皆様と植替えをい

たしました。

正純公と縁戚関係にある

江戸時代の文人・石川丈山

の研究会の皆様が愛知県安

城市より正純公について学

習するため横手にお越し下

さいました。

総会終了後、県内在

住者所有の正純公書

状解説学習会を実施。

横手郷土史研究会会

長の高橋純一先生に

解説いただきました。
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